
 技術・家庭   中学校第３学年 「幼児との関わり方を工夫しよう」 

 

●これは、「埼玉県中学校教育課程指導実践事例集 平成２４年３月」のＰ１３６～１３７を基に、加筆・修正して作成し

たものです。 

 幼児との触れ合い体験は、幼児への関心が高まり理解が深まる効果的な学習です。ここではゲストティーチャーを招いて

専門的な話を聞き、視聴覚教材を活用するなどの学習方法で、幼児への関心を高めさせ、関わり方の工夫を考える授業の展

開例をあげました。展開中の１から４は以下の【課題解決のための授業改善の視点】のそれぞれの取組であることを表しま

す。 

【課題解決のための授業改善の視点】 

１  見通しを立てたり振り返ったりする学習活動 

２  ゲストティーチャーを活用した指導と評価の工夫 

３  課題を解決するための言語活動の充実 

４  幼児への関心を高める工夫 

【本時の目標】 

幼児にとっての遊びの意義を理解し、幼児の心身の発達に応じた関わり方の工夫を考える。<生活を工夫し創造する能力>   

学
習
過
程 

生徒の活動 
時 

間 

教師の働きかけ 

評価と指導の工夫〈評価の観点〉(評価方法) 

資料等 
※指導の工夫 ◇評価 ☆Ｂ→Ａへの手立て 
△Ｃ→Ｂへの手立て  
◎学力向上プランとの関連 
★教育に関する３つの達成目標との関連 
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･幼児との触れ合い体験 

 での幼児との関わり方 

 を考える。 

 

･学習課題を知る。 

 

 

 

 

 

 

 

･写真やＶＴＲの視聴等

から、幼児の生活を知

る。 

（幼稚園や保育所の施

設・行事など） 

（幼稚園や保育所の一

日の生活や遊び） 

 

・ゲストティーチャーに 

 よる絵本の読み聞かせ 

 を観察する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

･幼児の心身の発達に応 

 じた関わり方の工夫に 

 ついてワークシートに 

 まとめる。 
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10′ 

 

 

 

 

 

･前時に学んだ内容だけで

幼児との触れ合い体験が

十分できるか投げかけ、

本時の学習に対する生徒

の課題意識を高める。 

 

 

 

 

 

 

 

･写真やＶＴＲなどを提示 

 しながら、幼児にとって 

の遊びの意義に気付かせ 

る。 

･ＶＴＲ視聴や読み聞かせ

の視点について、生徒の

実態に応じて補足・説明

しながら提示する。 

視点 

＜先生の表情・姿勢＞ 

＜先生の幼児への働き 

かけ＞ 

＜幼児の気持ち・様子＞ 

 

･読み聞かせの中で、幼児 

 との関わり方の工夫に気 

 付かせる。（手遊びや読 

み方など） 

 

･観察の視点ごとに関わり

方の工夫を書きとめるこ

とができるよう、ワーク

シートの形式を工夫す

る。 

 

※本時のねらいに沿った展開ができるよう、ゲ

ストティーチャーとは入念な打ち合わせをし

ておく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※幼児との関わり方の工夫について、はじめか

ら全て教えるのではなく、「教えること」、

「生徒自身に気付かせること」をあらかじめ

決めておく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎自分の考えた工夫について、先生や友だちが 

 理解しやすい言葉で表現する。 

 

 

 

 

 ワークシ 

 ート 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

写真、 

 ＶＴＲな 

 ど 

 

 

 

 

 

 絵本、紙 

 芝居など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習課題：幼児とのかかわり方を工夫しよう 

《写真やＶＴＲの内容》 

・幼稚園の生活や遊びの様子 

・幼児の気持ちが出ている表情や態度、会話  

・生活習慣を身に付けさせる工夫  

写真やＶＴＲなどの視聴覚機器を効果的に活

用することで、生徒の学習意欲が高まります。

ＶＴＲの内容についてもゲストティーチャー

と打合せを行っておきます。       ２  ４  

 

ゲストティーチャーと本時の学習の目標や

内容について、十分な打合せを行います。２  

 

学習課題を提示して、本時の学習の見通しをも

たせます。                １  

 

自力解決のために、ワークシートの構成を生徒

がまとめやすく工夫することで、言語活動の充

実につながります。                 ３  

生徒自身の気付きの質を

高めるために、あらかじめ

観察等の視点を示してお

きます。     １  ２  

前時に優れた活動をした生徒の様子を取り上げ、

学習意欲を高めます。           ４  
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･グループで発表し合 

 い、関わり方の工夫に 

ついて話し合う。 

 

･グループでの話し合い 

をもとに、各グループ 

の代表生徒が発表す 

る。 

 

 

 

 

･自分たちの考えた関わ

り方の工夫について、

ゲストティーチャーか

ら意見を聞く。 

 

･再度ＶＴＲを視聴し、 

ゲストティーチャーか 

ら説明を聞く。 

 

･本時の学習を振り返 

る。 

 

･次時の学習内容を知 

る。 
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･幼稚園の先生や教師から 

 各グループに適宜アドバ 

 イスをする。 

 

･キーワードを黒板に整理 

 する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

･幼児にとっての遊びの意 

義や幼児への働きかけの 

意図について説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★先生の話や友だちの発表をしっかり聞き、自 

分の考えを伝えることができる。 

 

 

[予想される生徒の反応] 

 ○笑顔で話しかけてみよう。 

 ○幼児と目の高さを揃えて話したらどうかな。 

 ○手遊びをもっと取り入れてみよう。  

○手作りおもちゃを作って、楽しんでもらお

う。 

 ○優しい言葉かけって、こんな風にしたらいい 

  のかな。 

 

  

 

 

  

※生徒の学びが確かなものになるよう、発表の

中で出なかった点を補足したり、優れた生徒

の気付きを称賛したりする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＶＴＲ 

  

 

【板書計画】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                        参考 中学校学習指導要領解説 技術・家庭編（文部科学省） 

                                             埼玉県中学校教育課程評価資料（埼玉県教育委員会） 

                                             埼玉県中学校教育課程指導実践事例集（埼玉県教育委員会） 

                                            言語活動の充実に関する指導事例集（文部科学省） 

 

幼児とのかかわり方を工夫しよう かかわり方の工夫を発表しよう 

まとめ    ○笑顔  ○目線  ○手遊び  ○手作りおもちゃ  ○優しい言葉かけ 

 

 

生徒の発表 ８ 

生徒の発表 ３ 

生徒の発表 ７ 

生徒の発表 ４ 

生徒の発表 ６ 

生徒の発表 ２ 生徒の発表 １ 

生徒の発表 ５ 

先生の表情・姿勢 

幼児の気持ち・様子 

◇幼児の心身の発達に応じた関わり方についての工夫を考えている。 

                              ＜工夫・創造＞（ワークシート） 

 ☆Ｂ→Ａへの手立て…実際の幼児との触れ合い体験で役立つように、より具体的な関わり方の工夫 

          ができないか考えるようアドバイスする。 

△Ｃ→Ｂへの手立て…写真やＶＴＲに出てきた場面、読み聞かせの様子を想起させ、幼稚園の先生 

の言動や幼児の実態から工夫を考えるようアドバイスする。 

ゲストティーチャーと打合せを

行い、共通理解をもとにアドバ

イスができるようにします。 ２  

 

ワークシートへの記入ができる生徒、で

きない生徒に対する具体的な支援の手立

てを、あらかじめ用意しておきます。２  

 

２時間の授業を振り返り、「気付いたこと」「考えたこと」

などを生徒自身の言葉で表現できるようにします。   １  ３  

 

評価が、本時の目

標に即したもの

になることが大

切です。    ２  

 

生徒の発表の中のキーワードを大切にして、

実感をもって理解させることが大切です。３  

 

板書には、生徒に見通しをもたせたり、授業

を振り返らせたりする機能があります。生徒

の反応を予想した上で、事前にしっかりと計

画することが大切です。         １  

 

発表場面では、グループでまとめた内容を掲示するなどして、生徒

の意欲を高めます。                    ４  

 

考えた工夫について、ゲストティーチャーが共感的に話を

する場面を設けることで、今後の活動に対する意欲を高め

ます。                          ２  

  

 

幼児の一日の生活や遊びに関

連する絵や写真を掲示する 

先生の幼児への働きかけ 

本時の学習の流れ  

１  

２  

３  

４  

５  

・  

・  


